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ポケットタイプｐＨ計
SK－630PH
SK－631PH
SK－632PH

取扱説明書

はじめに

注意事項

このたびはポケットタイプｐＨ計「SK－630PH
シリーズ」をお買いあげいただきありがとうござ
いました。
◎この商品は、水素イオン濃度（ｐＨ）および温
度＊（液温)をはかるものです。それ以外のご
使用はしないでください。
＊SK－630PHは温度測定できません。
◎ご使用前には必ず取扱説明書（本書）をお読み
になり、大切に保管してください。

　警　告

爆発注意
爆発する恐れがあり大変危険です。

本器は防爆仕様構造ではありませんので、引火
性ガスを含んだ雰囲気では絶対にご使用しない
でください。
●各種ｐＨ標準液はｐＨキャリブレーション以
外の使用はしないでください。
飲用物ではありませんので絶対に飲み込んだ
りしないでください。誤って飲み込んだ場合
はすぐに医師に相談してください。
（本器にｐＨ標準液は付属していません｡）
● ご不明な点がありましたらお買いあげ店または
弊社にご相談ください｡
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　注　意
本器を正しくご使用いただくために、以下のこ
とを守ってください。
•本器は精密にできていますので落下させたり､
　衝撃を与えないでください。
•使用温度範囲外でのご使用は故障の原因とな
ります。仕様を確認の上で使用温度範囲内で
ご使用ください。
•水没させてのご使用はできません。
•直射日光のあたる場所や熱器具の近くでのご
使用はやめてください。ケースの変形や故障
の原因となります。
•自動車内などに放置すると、真夏の炎天下で
は極度の高温になり、本器が故障する恐れが
あります。このような場所には放置しないで
ください。
•電気的ノイズが発生する環境でご使用します
と、表示が不安定になったり、誤差が大きく
なる場合があります。
•分解、改造をしますと故障の原因となります
ので、絶対にしないでください。
•長期間使用しない場合は、必ず電池を取りは
ずしてください。電池を入れたままにしてお
きますと電池から液漏れする場合があり、故
障の原因となります。
•不要になった電池は火中に投入しないでくだ
さい。
•電池は幼児の手の届かないところに保管して
ください。万一飲み込んだ場合には直ちに医
師に相談してください。
•環境保全のため使用済み電池はそれぞれの自
治体の条例に基づいて処理するようにお願い
します。
•本器をアルコール、シンナー、その他溶剤な
どで洗ったり、拭いたりしないでください。
汚れた場合は、中性洗剤を溶かしたぬるま湯
を含ませたタオルなどをよくしぼってから拭
いてください。
•有機溶剤、油、接着剤、強酸（ｐＨ０～２)、
強アルカリ（ｐＨ12～14)、界面活性剤など
測定物によってはガラス電極を劣化させ、寿
命を短くすることがあります。
•純水のｐＨを測定した場合、測定値が安定し
ないことがあります。
•ｐＨ標準液が手や皮膚についたときは、速や
かに流水で洗い流してください。
万一、目に入った場合には、直ちに水洗いし
て、医師に相談してください。
•ｐＨ標準液はお子さまの手の届かないところ
に保管してください。
万一、飲み込んだ場合には、直ちに医師に相
談してください。

概　　要

SK－630PHシリーズは手軽に水素イオン濃度
（ｐＨ）と温度を測定できます。
またｐＨ３点（ｐＨ４、ｐＨ７、ｐＨ10）にて
キャリブレーションを行うことができ、さらに
ｐＨ自動温度補償＊を備えた信頼性のある測定が
可能です。
＊SK－630PHは除く。
※本器はｐＨ標準液を付属しておりません。各種
ｐＨ標準液はオプションにてご用意しておりま
す。お買いあげ店または弊社にお申し付けくだ
さい。

1－　　－

ご使用前に

特　　長
•コンパクトなポケットサイズです。
•オートパワーオフ機能付き。
•自動温度補償機能付き。＊SK－630PHは除く｡
•防水機能付き。(防水規格 JIS C 0920「IPX4｣
に準拠）
　※IPX4： あらゆる方向からの水の飛まつを受

けても有害な影響のないもの。

●ご使用前に本器が輸送中に破損していないかご
確認ください。もし破損している場合はお買い
あげ店または弊社にご連絡ください。
●飲食物を測定する場合、測定可能な量（電極ボ
ディ先端が３㎝以上浸る程度）を別の容器に採
取して測定してください。測定したものは飲食
しないでください。
●センサ部はガラス製です。破損しないように取
扱いに十分注意してください。
万一、センサ部が破損した場合は、ケガをしな
いよう取扱いにご注意ください。
内部液が手や皮膚についたときは、速やかに流
水で洗い流してください。
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各部の名称

①表示部………………測定値や本器の状態を表示
します。

②ＰＷＲキー…………キーを押すと本器の電源が
入ります。
もう一度押すと、本器の電
源が切れます。

③ＣＡＬキー…………本器をキャリブレーション
モードにするときに使用し
ます。

④ＨＬＤキー…………測定中の測定値を固定しま
す。
キャリブレーションモード
時は校正するｐＨ値を増加
するときに使用します。
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⑤ガラス電極…………ｐＨを測定します。
⑥温度センサ…………温度を測定します。
⑦ガラス電極カバー
⑧バッテリカバー
⑨センサキャップ

●表示部

⑩ｐＨ表示部
⑪温度表示部
⑫ＣＡＬキャラクタ
⑬ＡＴＣキャラクタ
⑭ＨＯＬＤキャラクタ（SK－630PHのみ）
⑮ローバッテリマーク（SK－630PHのみ）

電池のセット・交換
表示部およびローバッテリマーク（SK－630PH
のみ）が点滅した場合は、以下の手順で電池を交
換してください。
①バッテリカバー上部のネジ（２箇所）を外して
ください。
ネジやパッキン等の紛失に注意してください。
②バッテリカバーを取り外してください。
防水性を損なわないようにバッテリカバーは、
きつくなっています。
③ 古い電池（LR44）４個を取り外してください。
④電池収納部の極性マークに従い、正しく電池を
セットしてください。
⑤バッテリカバーを本器に被せ、ネジ（２箇所）
をしっかり固定してください。

　注　意

•本器は工場出荷時、電池をセットした状態で
出荷しています。付属の電池はモニター用の
ため、電池寿命が短いことがあります。
•表示部およびローバッテリマーク（SK－
630PHのみ）が点滅した場合は速やかに新
しい電池と交換してください。
表示部が点滅した状態で使用すると測定精度
に影響を及ぼしたり、誤動作する恐れがあり
ます。
•電池はすべて新しい電池で同じ種類の電池を
ご使用ください。新しい電池と古い電池、他
の電池を混ぜて使用すると誤動作を引き起こ
したり､液漏れする恐れがあります。
•バッテリカバーはしっかりと固定してくださ
い。防水機能を損なう恐れがあります。また､
固定する際にパッキンにゴミなどの付着がな
いことを確認してください。パッキンが汚れ
ている場合、清掃してから固定してください。
•本器に水滴がついたり、濡れている状態で
バッテリカバーを外さないでください。本器
内部に水が入り故障の原因になります。
•電池交換後はｐＨ校正（キャリブレーション）
を行ってください。
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測定する前に
ガラス電極カバー内には、ガラス電極乾燥防止の
ため、塩化カリウム溶液を充てんしています。測
定のときはガラス電極カバーを取り外して使用し
てください。測定終了後はガラス電極カバーを取
り付けて保管してください。
注意： 初めて本器を使用する場合、もしくは数日

間以上保管した後にご使用する場合はｐH
測定の応答が遅れる場合があります。この
ようなときはガラス電極をｐH標準液また
は水などにつけて約2時間以上（より正確
な測定を行う場合は12時間以上）待って
からご使用ください。（本器の電源をON
にする必要はありません。）

　注　意

ガラス電極カバーの取り付け、取り外しの際は
カバー内の標準液がこぼれないよう注意してく
ださい。標準液が皮膚や衣服に付かないよう注
意してください。皮膚に付いたときは速やかに
流水で洗い流してください。万一、目に入った
場合は直ちに水洗いして、医師に相談してくだ
さい。

※ カバー内の標準液がこぼれた場合、ガラス電極
の乾燥を防ぐため、塩化カリウム溶液を補充し
てください。蒸留水・水道水を入れて保管して
いただくことも有効です。
●オートパワーオフ機能
本器は約20分間キー操作がない場合オートパ
ワーオフ機能が働きます。連続測定を行う際は
次の手順でオートパワーオフ機能を解除してく
ださい。
•解除方法
ＨＬＤキーを押しながら、ＰＷＲキーを押して
電源を入れ、表示部に「ｎ」が表示されたら
ＨＬＤキーをはなしてください。

　注　意

電源を切るとオートパワーオフ解除設定は無効
となります。オートパワーオフを解除したい場
合は都度設定してください。

キャリブレーション
キャリブレーションとは
ｐH値の安定したｐH標準液を使用し、測定値を
正しく調整する機能です。
ｐHセンサは使用状況、保管状況によって徐々
に特性が変化していきます。キャリブレーショ
ンを実施することで測定値の変化を補正して使
用することができます。
より正確な測定を行うために１日１回程度のキャ
リブレーションをお勧めします。キャリブレー
ションを行う前に以下のものを準備してください｡
•標準液

項目 標準液 pH値（at25℃)
pH4 フタル酸塩標準液 4.01

pH7 中性りん酸塩標準液 6.86
pH10 炭酸塩標準液 10.01

•洗浄水（蒸留水、純水または水道水）
• ビーカー（標準液の種類毎に洗浄水のビーカー
を用意することをお勧めします。）

esco
テキスト ボックス
EA776AM-1


esco
テキスト ボックス
EA776AM-2
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＊各種ｐＨ標準液はオプションにてご用意してお
ります。お買いあげ店または弊社にお申し付け
ください。
●キャリブレーションの方法
より正確な測定を行うために、キャリブレーション
を行う温度は測定物と同じ温度で行ってください。
　＊標準液のｐＨ値と温度の関係は「ｐＨ値と温

度の関係」の項をご参照ください。
①ＰＷＲキーを押して電源を入れてください｡
②センサキャップ、ガラス電極カバーを外し、ガ
ラス電極を蒸留水・純水または水道水で良く洗
浄します。
ガラス電極を洗浄後、きれいな濾紙、脱脂綿
棒､ティッシュペーパーなどでガラス電極に
付着している水滴を吸い取ってください。
注意： ガラス電極をこすらないように注意し

てください。ガラス電極をこすると静
電気が発生してｐH値が不安定になる
ことがあります。

③ガラス電極をｐＨ７標準液に先端から３cm～
５cm程度浸してください｡
本体を動かさず３分間以上待ちます。
④ＣＡＬキーを押してください。表示部に「Ｃ
ＡＬ」が点灯します。ＨＬＤキーを押し、ｐ
Ｈキャリブレーション値を標準液の値にあわ
せてください。

図はｐＨ７：中性りん酸塩標準液ｐＨ6.86（ａｔ25℃）のとき

キャリブレーションデータの設定範囲は以下の通
りです。

キャリブレーションポイント 設定可能範囲
ｐＨ4 3.50～ 4.50
ｐＨ7 6.50～ 7.50
ｐＨ10 9.50～10.50

※しゅう酸塩標準液（ｐＨ1.68ａｔ25℃）お
よびほう酸塩標準液（ｐＨ9.18ａｔ25℃)を
使用したキャリブレーションはできません｡

⑤表示部に「ＳＡ」が表示されるまでその状態
を保持してください。本器のメモリに記憶し
「Ｅｎ｣と表示します。

※キャリブレーション中「ＳＡ」が表示され
る前にＣＡＬキーを押しますと、キャリブ
レーションが終了します。キャリブレーシ
ョン値がメモリされませんので注意してく
ださい。

⑥ガラス電極を蒸留水・純水または水道水にて
洗浄してください。
⑦ｐＨ７と同様にｐＨ４、次にｐＨ10のキャリブ
レーションを行います。

図はｐＨ４：フタル酸塩標準液ｐＨ4.01（ａｔ25℃）のとき
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図はｐＨ10：炭酸塩標準液ｐＨ10.01（ａｔ25℃）のとき

　注　意
•ガラス電極が乾燥している場合や本器のキャ
リブレーション可能範囲を超えている場合、
本器は約10秒後自動的にキャリブレーション
を終了します。この時本器表示部に「Ｅｎ」
（SK－630PH/SK－631PH)｢Ｅｎｄ」
（SK－632PH）を表示します。
P.７「トラブルシューティング」を参考に対
策を行ってください。

ｐＨ値と温度の関係
キャリブレーションを行う場合は標準液の温度に
あわせてキャリブレーション値を下記の通りに設
定してください。

標準液 溶　液　名 液温 ｐＨ値 液温 ｐＨ値

ｐＨ4 フタル酸塩 ０℃ 4.00 30℃ 4.02

５℃ 4.00 35℃ 4.02

10℃ 4.00 40℃ 4.04

15℃ 4.00 45℃ 4.05

20℃ 4.00 50℃ 4.06

25℃ 4.01 ― ―

ｐＨ7 中性りん酸塩 ０℃ 6.98 30℃ 6.85

５℃ 6.95 35℃ 6.84

10℃ 6.92 40℃ 6.84

15℃ 6.90 45℃ 6.83

20℃ 6.88 50℃ 6.83

25℃ 6.86 ― ―

ｐＨ10 炭 酸 塩 ０℃ 10.32 30℃ 9.97

５℃ 10.24 35℃ 9.92

10℃ 10.18 40℃ 9.89

15℃ 10.12 45℃ 9.86

20℃ 10.06 50℃ 9.83

25℃ 10.01 ― ―

JIS Ｚ 8802-2011より

測　　定
①ＰＷＲキーを押してください。本器は電源ＯＮ
時に表示部が約１秒間全点灯したあと、測定状
態になります。(ｐＨ表示部の「 . 」が点滅し
ます｡）
②センサキャップ、ガラス電極カバーを外してく
ださい。
③ 測定物の中に電極を３㎝～５㎝程度浸してくだ
さい｡
ｐＨ測定値が安定後、測定値を読み取ります。
④測定終了後、ＰＷＲキーを押して電源をＯＦＦ
にしてください。ガラス電極を蒸留水・純水ま
たは水道水にてよく洗浄したのち、保管してく
ださい。

　　※測定試料があらかじめ酸性かアルカリ性か
わかる場合はキャリブレーションの一部を
省略することができます。

　　　酸性の場合
　　　　pH7とpH4の2点を実施します。
　　　　（pH10を省略することができます。）
　　　アルカリ性の場合
　　　　pH7とpH10の2点を実施します。
　　　　（pH4を省略することができます。）
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ガラス電極について
⑴　保管方法
長期間使用しない場合は、ガラス電極が乾燥し
て正確なｐＨ測定ができません。
ガラス電極は適度な湿り気がある時に正常な値
を示します。従ってご購入後、初めて使用する
場合やしばらく使用していない場合は、蒸留
水・水道水またはｐＨ標準液に12時間以上浸し
たあとにキャリブレーションを行い、その後ｐ
Ｈ測定を行ってください。
⑵　点検・キャリブレーション
正確なｐＨ測定を行うためにｐＨ標準液による
ｐＨ校正を行い点検してください。ｐＨ校正に
より測定誤差が生じている場合は、キャリブ
レーションを行い、その後ｐＨ測定を行ってく
ださい。
ただし、ｐＨ標準液が汚れていたり、長期間保
管しているとｐＨ標準液の値がずれてくること
がありますので、ｐＨ標準液はできるだけ新し
いものを使用してください。
⑶　洗浄
ガラス電極はｐＨキャリブレーション後または
ｐＨ測定後に必ず蒸留水・純水または水道水に
て洗浄してください。洗浄しないままにしてお
きますと、測定液などがガラス電極表面に皮膜
を作り、測定に影響を与えます。
ガラス電極は、使用後に必ず洗浄するようにし
てください。
⑷　寿命
ガラス電極は消耗品です。寿命については測定
する溶液の種類やｐＨ値、温度によって異なり
ます。
⑸　塩化カリウム（白い）結晶の付着
ガラス電極の先端などに白い結晶が付着してい
る場合がありますが、これは使用上問題ありま
せん。水道水などで落とすことができます。水
道水で落ちにくい場合はぬるま湯にガラス電極
を浸して結晶を落としてください。
塩化カリウムの結晶はなめたり、飲み込んだり
しないでください。目や皮膚についた場合は直
ちに水洗いして、速やかに医師に相談してくだ
さい。

エラーメッセージ
本器に異常が発生した場合、表示部にエラーコー
ドを表示しお知らせします。
項目 コード 内容 対策
温度 H 測定値が表示範

囲を超えていま
す。

測定範囲内でご使用
ください。
解決しない場合はお
買いあげ店または弊
社へお問い合わせく
ださい。

L

ｐH －－ 測定値が異常で
す。

センサの洗浄後キャ
リブレーションを実
施しても改善しない
場合は、センサが劣化
または故障している
可能性があります。

⑤ガラス電極の破損を防ぐためにガラス電極先端
にガラス電極カバーおよびセンサキャップをは
めて保管してください。
●土壌の測定方法
測定する土と純水を１対５の割合で混ぜ、よく
撹拌します。
その後、上澄み液のｐＨを測定します。

7－　　－

トラブルシューティング

不具合症状 予想される原因 対策
測定値が安定しな
い。

測定するサンプル
量が少ない。

センサ先端から３
ｃｍ程度浸けてく
ださい。

純水などの低導電
率のサンプルを測
定している。

ガラス電極測定の
特性により、低導
電率の液体は測定
値が安定しないな
どの症状がありま
す。

サンプルの温度が
変化している。

サンプルの温度を
安定させてくださ
い。

測定値が異常と思
われる。

ガラス電極が汚れ
ている。

ガラス電極を洗浄
してください。
（P.６　ガラス電
極について）

ガラス電極が乾燥
している。
ガラス電極が割れ
ている

お買いあげ店また
は弊社へお問い合
わせください。

キャリブレーショ
ンを行っていない

キャリブレーショ
ンを実施してくだ
さい。

測定サンプル量が
少ない

センサ先端から３
ｃｍ程度浸けてく
ださい。

測定サンプル温度
とキャリブレーシ
ョン時の温度が大
きく異なっている

測定サンプルの温
度に近い温度でキ
ャリブレーション
を実施してくださ
い。

上記対策でも改善しない場合はガラス電
極の劣化または破損が考えられます。
新しい製品をお買い求めください。

キャリブレーショ
ンができない。

ガラス電極が乾燥
している。

ガラス電極を洗浄
してください。
（P.６　ガラス電
極について）

pH標準液が劣化
している。

新しいpH標準液
をご使用ください。

上記対策でも改善しない場合はガラス電
極の劣化または破損が考えられます。
新しい製品をお買い求めください。

仕　　様

製 品 名 ポケットタイプpH計
型 式 SK-630PH SK-631PH SK-632PH
製 品 番 号 6416-00 6418-00 6420-00
測定範囲 ｐH 2.0～12.0ｐH 2.0～12.0ｐH 2.00～12.00ｐH

℃ ― 0.0～50.0℃ 0.0～50.0℃
測定精度 ｐH ±0.6ｐH ±0.5ｐH ±0.4ｐH

℃ ― ±1.0℃ ±0.5℃
分解能 ｐH 0.1ｐH 0.1ｐH 0.01ｐH

℃ ― 0.5℃ 0.1℃
センサ ｐH ガラス電極 ガラス電極 ガラス電極

℃ ― サーミスタ サーミスタ
使用環境条件 0～50℃　80%rh以下（結露なきこと）
電 源 ボタン電池　ＬＲ44×4個
電 池 寿 命 連続使用　約200時間
材 質 ケース：ＡＢＳ樹脂

電　極：ガラス製
寸 法 約(Ｗ)36×(Ｈ)150×(Ｄ)25㎜
質 量 約65ｇ（電池含む）
その他の機能 キャリブレーション機能

自動温度補償機能＊1

ＨＯＬＤ機能
オートパワーオフ機能
(20分後に電源ＯＦＦ：解除可能）

防 水 性 能 JIS C 0920 IPX4に準拠
付 属 品 取扱説明書×１部

ボタン電池　ＬＲ44×4個（本体内セット済）
ボタン電池　ＬＲ44×4個

＊１　SK－630PHには自動温度補償機能はありません。
＊２　仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあり

ます。

8－　　－

オプション

製 品 番 号 品　　　　　名
6401-00 フタル酸塩ｐH標準液（ｐH4.01）

500mL（Jcss）
6401-10 フタル酸塩ｐH標準液（pH4.01）

500mL
6402-00 中性りん酸塩ｐH標準液（ｐH6.86）

500mL（Jcss）
6402-10 中性りん酸塩ｐH標準液（pH6.86）

500mL
6403-00 炭酸塩ｐH標準液（ｐH10.01）

500mL（Jcss）
6403-10 炭酸塩pH標準液（pH10.01）

500mL

インターネットホームページ
弊社製品の最新情報は、インターネットホーム
ページでご覧いただけます。
http://www.sksato.co.jp

保証規定
①取扱説明書の注意に従った正常な使用状態で故
障した場合、お買いあげ後半年間、無償で修理
または交換させていただきます。その他の責は
ご容赦願います。
②修理の必要が生じた場合は製品に本証を添えて､
お買いあげ店または弊社にご持参またはご送付
ください。
③保証期間内でも次の場合は有償修理になります｡
　イ．誤用・乱用および取扱不注意による故障
　ロ．火災・地震・水害等の災害による故障
　ハ．不当な修理や改造および異常電圧に起因す

る故障
　ニ．使用中に生じた傷等の外観上の変化
　ホ．消耗品および付属品の交換
　へ．本証の掲示がない場合および必要事項（お

買いあげ日、販売店名等）の記入がない場
合

④本証は日本国内でのみ有効です。また本証は再
発行いたしません。大切に保管してください。

品 質 保 証 書
本保証書はアフターサービスの際必要となります。お
手数でも※印箇所にご記入のうえ本器の最終ご使用者
のお手許に保管ください。

※当商品の保証書にご記入された、お客様の個人情報
　は、商品の修理・交換の商品発送などに使用し、そ
　れ以外に使用したり、第三者に提供する事は一切ご
　ざいません。

　品名　ポケットタイプｐH計 SK-630PHシリーズ

※お客様名

※ご住所

※ＴＥＬ　（　　 ）

〒101-0045 東京都千代田区神田鍛冶町３丁目４番地
TEL 03-3254-8111（代）  FAX 03-3254-8119

●以下につきましては、必ず販売店にて、記入捺印してください。

お買いあげ店名　　　　　　　　　　　　㊞

ご住所

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　（　　 ）

お買いあげ年月日　　年　　月　　日

T.10


